保育者を目指す学生の授業「図画工作」への取り組みについての一考察 ―苦手意識と学習到達度の相関関係について― by 花田 千絵
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　デッサン評価「C」の要因は、パースが狂っ
ている、線の歪みが目立つ、明暗による空間
の表現ができていない、であり、デッサン評
価「C」で図画工作や美術を「好き」と回答
したグループよりも線を真っ直ぐに描く丁寧
さに欠ける。（図５）。
　評価「C」グループのうち、図画工作や美
術を「嫌い」と回答していた学生の理由は、「苦
手」「不器用」で、「短大での『図画工作』の
授業や、造形活動についての不安」の問いに
対する回答は、「想像力が無くて、何を描くか・
作るかを考えるだけで時間がかかる。」「ひら
めきがない」「中学の美術授業が毎回憂鬱だっ
た」「不器用」とのコメントがあった。デッサ
ン評価「C」の要因は、パースの大きな狂い、
線の歪み、明暗による空間の表現ができていない、であり、鉛筆でストロークを均一に保
持して面を均一に着色することができず、明暗による立体表現ができない、また、客観的
にものを見る力が欠如している（図６）。
Ⅳ．結論
　本稿は、「図画工作」の基礎力向上に向けた教育実践の課題を明確化するため、勤務す
る短期大学の１年生を対象とした授業科目「図画工作」に対する意識調査をおこない、学
生の「図画工作」に対する意識と学習到達度の関連性を解釈的アプローチにより分析・考
察した。
　その結果、
・「図画工作」に対する意識調査では、「好き」３割、「嫌い」３割、「どちらでもない」４
割であった。
図５　評価「Ｃ」で図工や美術を「どちらで
もない」と回答した学生の作品例
図６　評価「Ｃ」で図工や美術を「嫌い」と
回答した学生の作品例
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・絵を描くことに対して苦手意識を持っている学生が４割いることがわかった。
・幼児期の造形活動経験が、現在の「図画工作」に対する意識に直接は結び付かない場合
もあり、それは絵の発達段階における写実期に相応の技術を習得できなかったことによ
るものと考えられる。
・デッサンに関していえば、「図画工作」に対する好き嫌いの意識と学習到達度は関連性
があるといえる。
　本研究の分析結果から、「図画工作」の基礎力向上に向けた教育実践の課題は、まずは
学生の絵を描くことに対しての苦手意識を払拭することであるといえる。
　デッサンは、立体を平面に表現することであり、多くの学生の描画に対する苦手意識
の大きな要因のひとつであると考えられる、「見たものを見たままに描く」行為であるが、
今回の鉛筆デッサンに取り組む姿勢に関しては、図画工作や美術への苦手意識がある学生
も、ある程度意欲的に取り組んでいたといえる。これは、①モチーフが単純形体であるこ
と。②目標が明確であること。以上の理由により、他の造形の課題に比べて取り組みやす
い課題であったと考える。
　したがって、本学の学生のように美術学習経験の少ない場合にはとくに、段階的に、目
標を細分化してひとつずつクリアしていくような指導方法は有効だと考える。
　また、比較的に描画技術の問われない、様々な描画材料による基礎技法の学習と、描画
力や構成力などの基礎力の学習を組み合わせることで、美術に苦手意識のある学生が抵抗
感なく取り組めるような課題設定の方法を今後は検討していきたい。
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